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15-3-3 :超常磁性流体含有マイクロカプセルの調製と機能

ABSTRACT 

1百e capsules containing magnetite has been used in several applications. Cωonv，削eω仰n仰叫仰tiω.り仰O
pr，句伊parバin噌g capsules containing m α伊伊letωti舵te have not achieved a h�恕'gh rate of m αg伊netωtite cωontent. In this 
resea陀h， we succeeded in p陀paring capsules containing a high proportion of magnetite with a new 
method that uses a magneticβeld. These capsules a陀 prepared by inte，ゆcial polymerization of 
polyamide. The capsule size is controllable in the approximate range of 20-1000 mm. The method can 
possibly be used for even smaller capsules with improvement of appara似s. Calculation of density 
showed that the capsules contained magnetite at a rate of 50% or more. Thのノαre believed to be easily 
massてproduced and their industrial application is expected. 

研究 目的

超常磁'性流体を高率で、マイクロカプセノレ中に内包し、 デバイスとして応用することを目的に検討を行
った。

一年間の研究内容と成果

これまでに超常磁'性流体の表面修飾効果がマイクロカプセノレ化に
与える影響について検討を行ってきた。 その結果、 磁性体表面の
適切な修飾が重要であることが示された。 この結果から幾つかの
表面修飾法によるカプセノレ化を試みたが、 従来法によるカプセノレ
化では高い内包率のカプセノレの調製は容易で、はないことが示され
た。 そこで、 磁場をトリガーとした磁'性体高率内包マイクロカプ
セノレの新規調製法について検討を行った。
写真は、 本研究により得られた磁性体内包マイクロカプセノレの顕
微鏡写真(スケールは10凹)である。 新規手法による磁性体内包
マイクロカプセノレは20-1000凶1の範囲で粒径の調節が可能である。l
また50%以上(比重より計算)の磁性体内包率であった。

展望

-

本研究における磁'性体内包マイクロカプセルの当初のターゲットは白色粒子を同時に内包した電子ペ
ーパーで、あった。 しかしながら、 本研究における超常磁性体高率内包マイクロカプセノレの新規調製法
では、 白色材料を同時に内包することは困難であった。 このことから、 現時点では電子ペーパーとし
ての利用は難しい。 しかしながら、 磁'性体内包マイクロカプセノレは癌塞栓療法やMRI用増感剤などの
医療分野を含む幅広い分野での利用が検討されているが、 これらの磁性体内包率は必ずしも高くない。
このことから、 本研究における磁性体高率内包マイクロカプセノレは、 これらの用途における性能の向
上が期待される。
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